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既
存
住
宅
は
平
成　

年
ま
で
に

２３

設
置
を
義
務
付
け

　

近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

は
急
増
し
て
お
り
、
死
亡
原
因
の

約
７
割
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
通
報
が
遅
れ
た
た

め
に
住
宅
が
全
焼
す
る
な
ど
、
火

災
発
見
の
遅
れ
に
よ
る
被
害
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
消
防
法

が
改
正
さ
れ
、
住
宅
に
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成　

年
６
月

１８

１
日
以
降
の
新
築
住
宅
に
は
す
べ

て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
す
で

に
建
築
さ
れ
て
い
る
既
存
住
宅
に

は
、
平
成　

年
５
月
末
ま
で
に
設

２３

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
義
務
化
さ
れ
た
と
は

い
え
、
実
際
に
設
置
さ
れ
て
い
る

家
庭
は
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
何
よ
り
も
大
切
な
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

警
報
器
の
設
置
で

逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
ま
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や

熱
を
感
知
し
て
、
警
報
音
や
音
声

で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
る
装
置

で
す
。

　

警
報
器
を
設
置
し
た
こ
と
で
、

就
寝
中
の
警
報
音
で
火
災
に
気
付

き
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
焼
死
を
免

れ
た
事
例
が
多
く
あ
り
、
ま
た
、

警
報
器
な
ど
の
設
置
に
よ
り
、
住

宅
火
災
１
０
０
件
あ
た
り
の
死
者

数
が
３
分
の
１
程
度
ま
で
減
少
し

た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す

（
平
成　

年
消
防
庁
調
べ
）。

１７

家
電
店
な
ど
で
販
売

簡
単
に
取
り
付
け
可
能

　

警
報
器
は
、
家
電
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

煙
感
知
式
、
熱
感
知
式
な
ど
の
種

類
が
あ
り
、
電
源
も
、
家
庭
用
電

源
を
使
う
も
の
と
乾
電
池
を
使
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
天
井

に
取
り
付
け
る
も
の
、
壁
に
取
り

付
け
る
も
の
な
ど
、
部
屋
の
タ
イ

プ
に
よ
り
設
置
方
法
も
様
々
で
す
。

価
格
は
一
つ
数
千
円
く
ら
い
で
す
。

　

警
報
器
は
、
主
に
寝
室
へ
の
設

置
が
必
要
で
す
。
寝
室
が
２
階
に

あ
る
場
合
は
階
段
に
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
取
り
付
け
方
法
は
、
ネ

ジ
な
ど
で
天
井
や
壁
に
固
定
す
る

だ
け
。
面
倒
な
配
線
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
取
り
付
け
方
法
な
ど
は

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

役
場
総
務
企
画
課　

防

災
係
（
電
話　

‐
０
３
３
１
）

７２

直径約１０㌢。火災発生を大きな音で知らせます
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寝室…就寝中の逃げ遅れを防
ぐため、寝室への設置が義務付
けられています。※煙感知式の
警報器が必要です

階段…就寝に使う部屋がある
階の階段の踊り場に設置します。
※煙感知式の警報器が必要です

台所…できるだけ設置するこ
とが望ましい「努力規定」になっ
ています。※熱感知式の警報器
が効果的です

設置上の注意
■天井に取り付ける場合
①火災警報機の中心を壁面から６０㌢ 以上離す
② 梁 などがある場合、警報機の中心を梁から６０㌢ 以上離す

はり

③換気扇やエアコンの吹き出し口から１.５㍍ 以上離す
■壁面に取り付ける場合
①火災警報器の中心が、天井から１５～５０㌢ 以内の高さに
来るように取り付ける

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
を
き
っ
か
け
に
、
不
適
正
な

価
格
（
市
場
価
格
を
超
え
る
高
額

な
価
格
）
で
警
報
器
を
販
売
し
た

り
、
消
防
署
員
な
ど
を
装
っ
て
警

報
器
を
売
り
つ
け
る
な
ど
、
訪
問

販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

町
や
消
防
署
が
直
接
警
報
器
を

訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
特
定
の
業
者
に
商
品

を
あ
っ
せ
ん
し
た
り
、
販
売
を
委

託
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
本
消
防
検
定
協
会
が

日
本
の
法
令
に
適
合
す
る
こ
と
を

保
証
す
る
警
報
器
に
は
「
鑑
定

マ
ー
ク
（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）」
が
つ
い

て
い
ま
す
。
購
入
の
際
は
、
こ
の

マ
ー
ク
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
を

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
、
住
宅
用

消
火
器
な
ど
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
対
象
商
品
で
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
一
定

期
間
、
無
条
件
で
申
込
み
の
撤
回

や
契
約
解
除
が
で
き
る
制
度
で
す
。

訪
問
販
売
で
購
入
し
た
場
合
、
契

約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日

以
内
で
あ
れ
ば
、
契
約
を
解
除
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
鳥
取
県
立
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー　

西
部
消
費
生
活
相
談

室
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
２
６

３４

４
８
、　

‐
２
６
６
８
）
ま
で
お

３４

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　大切な生命・財産を火災から守
るためには、火災の早期発見・避
難はもちろんですが、何よりも火
災を起こさないことが最も大切で
す。
　また、春先は枯れ草火災の発生
も心配されま
す。次のこと
に気をつけて
火災を予防し
ましょう。

●田畑のけた
・ ・

焼きなど、火災と紛
らわしい煙や炎が発生するおそれ
がある行為をするときは、江府消
防署（電話７７‐２００１）へ届出を
 

●けた
・ ・

焼きなどを行うときは、①
消火用具を用意する、②その場を
離れない、③風が強いときは行わ
ないなど、じゅうぶん注意を
 

●家の中では、①ガスコンロのそ
ばを離れるときは必ず火を消す、
②寝たばこは絶対しない、③出か
ける前や就寝前には必ず火の元を
確認する
　
　また、一人暮らしの高齢者など
の災害弱者を守るため、隣近所で
協力体制をつくるなど、普段から
火災予防を心がけましょう。

何
よ
り
も
火
災
予
防
が
一
番

住宅用火災警報器
設置のポイント

鑑定マーク（ＮＳマーク）
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４
月
は
「
ご
み
の
分
け
方
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
し
方
強
化
月
間
」

　　

出
し
方
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ご
み
は
収
集
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

■
収
集
し
な
い
ご
み

①
ご
み
袋
や
シ
ー
ル
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の

②
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い
な
い
も
の

③
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の

④
重
す
ぎ
る
も
の
（
粗
大
ご
み
以
外
は　

㌔
以
内
）

１０

ごみの焼却（野焼き）や不法投棄はやめましょう
　

　不法投棄は、家庭ごみでも５年以
下の懲役もしくは１,０００万円以下の
罰金またはその両方が科せられます。
　ごみを側溝や川に流すのもやめま
しょう。
　また、野焼きはダイオキシンの発生や、煙・臭いな
ど、周りの家の迷惑になります。
　

ごみの減量化にご協力を
　

①余分なものは買わないようにしましょう
②過剰な包装のものは避けましょう
③買い物のときは買い物袋を持参しましょ
う
④物を大切に、繰り返し使いましょう
⑤ごみを正しく分別し、リサイクルを心が
けましょう
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■投票できる人
　投票できる人は、昭和６２年４月９日以前に生
まれた人で、選挙人名簿に登録されている人で
す。
　ただし、転入した人は、平成１８年１２月２１日
までに転入届を済ませていることが必要です。
　
■投票時間
　４月８日 (日 )の投票時間は、午前７時から
午後７時までです。
　ただし、第１投票所 ( 町公民館 )、第１１投票
所 ( 開発センター )、第１２投票所 ( かじか荘 )
は午後８時までです。余裕を持って早めに投票
しましょう。
 
■入場券は忘れずに
　投票に行くときは、あらかじめ配布した投票
所入場券をご持参ください。入場券をなくした
人は、投票所の受付に申し出てください。

県
知
事
・

県
議
会
議
員
選
挙
■投票区・投票所一覧

投票時間投票所施設名投票区名

午前７時～午後８時町公民館第１投票区

午前７時～午後７時黒坂小学校久住分校第２投票区

午前７時～午後７時下黒坂ふれあい会館第３投票区

午前７時～午後７時小河内集会所第４投票区

午前７時～午後７時菅福公会堂第５投票区

午前７時～午後７時上上菅集会所第６投票区

午前７時～午後７時奥渡公民館第７投票区

午前７時～午後７時上本郷公会堂第８投票区

午前７時～午後７時老人憩の家第９投票区

午前７時～午後７時津地自治会館第１０投票区

午前７時～午後８時山村開発センター第１１投票区

午前７時～午後８時かじか荘第１２投票区

午前７時～午後７時金持公民館第１３投票区

午前７時～午後７時板井原公民館第１４投票区

午前７時～午後７時町青年の家第１５投票区

　投票日に仕事や旅行の予定がある人、
レジャーや買い物などで投票区を離れ
る予定の人は期日前投票をしておきま
しょう。
　

●期日前投票期間
３月２３日（金）～
　　　　　　４月７日（土）
※県議会議員選挙の投票期間は、３月
３１日（土）～４月７日（土）まで

●投票時間
　午前８時３０分～午後８時
 

●投票場所　日野町役場
 
　また、入院中の人、施設などに入所
している人は、病院などで不在者投票
ができます。くわしくは病院などにお
問合せください。
※郵便投票証明書の交付を受けている
人は、郵便による不在者投票ができま
す。投票用紙などは、４月４日（水）
までに、町選挙管理委員会（役場総務
企画課内）に請求してください。

■
期
日
前
投
票
･
不
在
者
投
票
（
３
月　

日
～
４
月
７
日
）

２３

※４月２２日 ( 日 ) には町議会議員選挙が行われます。詳細は「広報ひのおしらせ版　４月５日号」に掲載
します。（立候補予定者説明会は４月３日です )
 

■問合せ　町選挙管理委員会（役場総務企画課内 )　電話７２‐０３３１
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一軒ずつ家々を回って読経を

　

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
、
町
仏
教
会

に
よ
る
た
く
鉢
寒
行
が
、
２
月　

日
と　

１１

１２

日
に
町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
は
黒
坂
地
区
で
行
わ
れ
、
集
ま
っ

１１
た　

人
の
僧
侶
が
黒
い
衣
と
か
さ

・

・

を
ま
と

１０
い
、
般
若
心
経
を
唱
え
な
が
ら
家
々
を
訪

問
し
ま
し
た
。　

日
に
は
根
雨
、
舟
場
、

１２

野
田
地
区
を
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
た
く
鉢
の
風
情
の
あ
る
姿
を
カ

メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ
て
撮

影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
た
く
鉢
に
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、

町
内
の
保
育
所
、
小
・
中
学
校
や
福
祉
関

係
団
体
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

真
冬
の
風
物
詩

田園や里山の魅力についても語る

　

２
月　

日
、
黒
坂
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

１７

推
進
協
議
会
（
柴
田
滋
会
長
）
主
催
の
環

境
問
題
講
演
会
が
、
町
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
日
野
総
合
事
務
所
長
、

狩
野
宏
さ
ん
を
迎
え
、「
環
境
と
地
域
振

興
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

狩
野
さ
ん
は
、「
総
合
事
務
所
で
は
、
郡

内
の
住
民
が
こ
の
地
に
住
む
こ
と
の
豊
か

さ
を
感
じ
、
人
に
も
伝
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
使
命
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
る
」
と
話
し
、
ま
た
、
先
進
地

の
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
解
説
、
集
ま
っ
た
約　

人
の
参
加
者
は

３０

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

軽妙な語り口の川上さん

　

２
月　

日
、
日
野
郡
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

２１

（
日
野
総
合
事
務
所
県
民
局
主
催
）
が
日
野

総
合
事
務
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
明
治
・
大
正
時
代
に
活
躍
し
た

日
野
町
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
頭
本
元

貞
に
つ
い
て
、
郷
土
史
家
の
川
上
護
さ
ん

（
根
雨
）
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

頭
本
元
貞
は
１
８
６
２（
文
久
２
）年
、
下

黒
坂
生
ま
れ
。
名
古
屋
英
語
学
校
で
英
語

を
学
び
、
札
幌
農
学
校
卒
業
後
に
英
語
記
者

と
な
っ
た
後
、
当
時
の
総
理
大
臣
、
伊
藤
博

文
の
秘
書
と
な
り
、
通
訳
や
帝
国
憲
法
草
案

の
英
訳
な
ど
を
こ
な
し
ま
し
た
。
１
８
９

７
（
明
治　

）
年
に
は
日
本
初
の
日
刊
英
字

３０

新
聞
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ス
の
創
刊
・
編
集
に

携
わ
り
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
有

名
に
。

　

ま
た
、
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
は
衆

議
院
総
選
挙
で
当
選
す
る
な
ど
、
政
治
家
と

し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

川
上
さ
ん
は
「
元
貞
は
英
語
教
育
が
盛
ん

で
な
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
、
時
代
の
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
た
人
」
と
評
し
、
集
ま
っ
た

　

人
の
参
加
者
ら
は
地
元
の
名
士
の
生
涯

２５を
感
心
し
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

日
野
町
が
生
ん
だ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
生
涯

創刊当時のジャパンタイムス頭本元貞（写真：日野町誌）
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ひな人形のほかにも小さな可愛い作品がいっぱい

　

松
本
市
（
長
野
県
）
在
住
の
木
彫
家
、

あ
ら
い
み
え
こ
さ
ん
の
、
６
年
間
暮
ら
し

た
日
野
町
で
の
里
が
え
り
展
が
、
２
月　
２３

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
町
公
舎

２５

（
根
雨
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

あ
ら
い
さ
ん
は
シ
ナ
の
木
を
使
っ
た
作

品
づ
く
り
を
続
け
て
お
り
、
今
回
は
ひ
な

人
形
を
中
心
と
し
た
木
彫
り
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

里
が
え
り
展
に
つ
い
て
あ
ら
い
さ
ん
は
、

「
故
郷
松
本
市
か
ら
出
た
こ
と
の
な
い
私

に
と
っ
て
日
野
町
は
第
二
の
ふ
る
さ
と
。

久
々
に
訪
れ
ま
し
た
が
、
変
わ
ら
な
い
人

情
の
温
か
さ
や
風
景
が
と
て
も
懐
か
し
く
、

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば

ま
た
展
示
会
を
開
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

素
朴
な
木
の
風
合
い
を
楽
し
むあらいさん作のひな人形（一段飾り）を町図書館に寄贈いただきました。展示していますのでご覧ください。

毎年参加する人も多く、前と違うメニューも楽しみのひとつ

　

ま
ち
の
特
産
品
で
あ
る
そ
ば
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
、
３
月
５
日
、
そ
ば
づ
く
し

料
理
を
味
わ
う
会
（
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
、
郡
そ
ば
研
究
会
主
催
）
が
開
発

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
町
内
外
の
約　

人
９０

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
そ
ば
を
使
っ
た
サ
ラ

ダ
や
の
り
巻
き
、
そ
ば
粉
の
ク
リ
ー
ム
コ

ロ
ッ
ケ
や
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
な
ど
の
ア
イ
デ

ア
料
理
が
ず
ら
り
。
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
佐
々
木
高
子
会
長
は
、「
こ
の
会

も
今
年
で
４
回
目
。
会
員
同
士
で
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
」
と

あ
い
さ
つ
、
参
加
者
ら
は
一
風
変
わ
っ
た

料
理
の
数
々
に
感
心
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
そ
ば
を
味
わ
っ
て

　

消
防
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
人
を
表

彰
す
る
、
平
成　

年
度
消
防
庁
長
官
表
彰

１８

の
表
彰
式
が
３
月
２
日
、
東
京
都
で
開
か

れ
、
町
消
防
団
の
宮
脇
光
男
団
長
（
根
雨
）

が
功
労
賞
を
、
広
川
光
保
第
一
分
団
長

（
根
雨
）
が
永
年
勤
続
功
労
賞
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

宮
脇
団
長
は
、
昭
和　

年
に
入
団
以
来

４５

　

年
に
わ
た
る
消
防
活
動
で
得
た
経
験

３７と
優
れ
た
技
量
に
よ
り
、
昭
和　

年
か
ら

５９

第
一
分
団
長
を
、
平
成
４
年
か
ら
副
団
長

を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
８
年
に
団

長
に
就
任
し
、
常
に
団
幹
部
の
中
心
と
し

て
消
防
使
命
の
達
成
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

　

広
川
分
団
長
は
昭
和　

年
に
入
団
。

４８

平
成
４
年
か
ら
第
一
分
団
副
分
団
長
を

勤
め
ら
れ
、
平
成
８
年
に
第
一
分
団
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
消
防
操

法
大
会
に
３
回
出
場
、
ポ
ン
プ
操
法
に
抜

群
の
技
量
を
発
揮
さ
れ
る
な
ど
、
長
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宮脇光男団長

長
年
に
わ
た
る
消
防
活
動
を
表
彰

■フットサル大会で優勝
　２月１１日、日吉津村で開かれた
「第２２回西伯郡フットサル大会」代
表の部（５年生以下）に根雨小学校
から６人の選手が出場、トーナメン
トの結果、見事優勝を果たしました。
出場選手（敬称略）＝西村洸佑、西
村安奈、恩田慶次、国重幸平、長谷
川智哉、恩田延彦
　

■ソフトテニス全国大会へ
　３月２９日～３１日、千葉県白子町
で開かれる「第６回全国小学生ソフ
トテニス大会」に、次の選手が出場
します。
出場選手（敬称略）＝坂本樹、頭本
龍大、名越廉、山本龍星、西村匠平、
稲田光、木村理沙、坂本茉梨乃、西
村渚、小谷真由
　また、３月２６日～２８日に三重県
伊勢市で開かれる「第１８回都道府県
対抗全日本中学生ソフトテニス大
会」に、次の選手が出場します。
出場選手（敬称略）＝安達健太、槙
原渓太、西村賢人、頭本憲明、音田
夏子、谷口優佳子

は
ば
た
け
！
日
野
の
子
ど
も
た
ち
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土
地
価
格
等
･
家
屋
価
格
等
縦

覧
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

●
土
地
価
格
等
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
簿
の
縦
覧

期
間　

４
月
１
日
～
５
月　

日
３１

時
間　

平
日
の
午
前
８
時　

分
～

３０

午
後
５
時
ま
で

場
所　

役
場
住
民
課

閲
覧
で
き
る
人　

土
地
、
家
屋
の

納
税
義
務
者

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

期
間　

４
月
１
日
か
ら
、
平
日
の

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時
ま
で

３０

場
所　

役
場
住
民
課

閲
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
（
本
人
の
台
帳
閲
覧
）、

借
地
人
、
借
家
人
（
借
り
て
い
る

物
件
の
台
帳
閲
覧
）

問
合
せ　

役
場
住
民
課
評
価
係

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）

７２

学
校
給
食
の
物
資

　
　
　
　

納
入
業
者
を
募
集

　

町
学
校
給
食
会
で
は
、
学
校
給

食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
す
る
町

内
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

納
入
品
目　

野
菜
、
漬
物
等
加
工

品
、
鶏
卵
、
豆
腐
、
油
揚
げ
等
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
味
噌
、
鮮
魚

業
者
資
格　

町
内
に
本
店
ま
た
は

支
店
・
営
業
所
が
あ
る
こ
と

発
注
方
法　

１
週
間
分
毎
に
発
注

納
入
期
限　

前
日
の
午
後
２
時
か

ら
午
後
３
時
（
月
曜
日
、
休
日
の

翌
日
は
午
前
８
時　

分
ま
で
）

３０

申
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
３
月　

日
（
月
）
ま
で

２６

に
教
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
教
育
委

員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。（
申

込
時
に
要
綱
を
お
渡
し
し
ま
す
）

契
約　

給
食
物
資
売
買
契
約
を
締

結
（
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
事
務
局

担
当 
小
谷
、
谷
口
（
電
話　

‐
２

７２

１
０
７
）

国
税
専
門
官
を
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

受
験
資
格　

①
昭
和　

年
４
月

５３

２
日
～
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま

６１

れ
の
人

②
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６１

れ
の
人
で
、（
１
）
大
学
を
卒
業
し

た
人
、
平
成　

年
３
月
ま
で
に
大

２０

学
卒
業
見
込
み
の
人
。（
２
）人
事

院
が
（
１
）
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

採
用
予
定
数　

約
１
１
０
０
人

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

受
験
受
付
期
間　

４
月
２
日

（
月
）
か
ら
４
月　

日
（
金
）
ま

１３

で受
験
申
込
先　

広
島
国
税
局

●
第
１
次
試
験　

６
月　

日
１０

（
日
）

試
験
地　

松
江
市
、
岡
山
市
、
広

島
市

試
験
科
目　

教
養
試
験
（
多
枝
選

択
式
）、
専
門
試
験
（
多
枝
選
択
式
、

記
述
式
）

第
１
次
試
験
合
格
発
表　

７
月

３
日
（
火
）

●
第
２
次
試
験　

７
月　

日
２３

（
月
）
か
ら　

日
（
木
）
の
う
ち

２６

指
定
す
る
日

試
験
地　

広
島
市

試
験
科
目　

人
物
試
験
、
身
体
検

査最
終
合
格
発
表
日　

８
月　

日
２８

（
火
）

受
験
申
込
書
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
請
求
、
問
合
せ　

広
島
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
（
〒
７

３
０
‐
８
５
２
１　

広
島
市
中
区

上
八
丁
堀
６
‐　

、
電
話
０
８
２
‐

３０

２
２
１
‐
９
２
１
１
）、
ま
た
は
米

子
税
務
署
総
務
課
（
電
話
０
８
５

９
‐　

‐
４
１
２
１
）

３２

場　所時　間実施日
舟場コミュニティーセンター前
広島ガス住設前（高尾）
金持公民館前
板井原旧県官舎前
町青年の家前（濁谷）

１３：１５～１３：３０
１３：４０～１３：５０
１４：００～１４：１０
１４：２０～１４：３０
１４：５０～１５：００

４月
１１日（水）

ヘアーサロン独歩横 (野田 )
津地自治会館前
老人憩の家前（下榎）
上本郷公会堂前
奥渡公民館前
開発センター前（根雨）

１３：１０～１３：３０
１３：４０～１３：５０
１４：００～１４：１０
１４：２０～１４：３０
１４：４０～１４：５０
１５：１０～１５：３０

４月

１２日（木）

久住集会所前
小河内バス停前
上菅駅前
町公民館前（黒坂）

１３：２０～１３：３０
１３：５０～１４：００
１４：１０～１４：２０
１４：３０～１５：００

４月

１３日（金）

（登録料・注射済証交付料・注射料）新規登録の人
（注射済証交付料・注射料）登録済の人
（希望者のみ）80 円犬マーク

　平成１９年度の犬の
登録と、狂犬病予防
注射を右の表のとお
り行います。
　登録にあたっては、
犬の｢名前｣｢生年月
日｣｢種類｣｢性別｣な
どがわかるようにし
てください。

■犬が固定できる人が連れて来てく
ださい■集団接種できない場合、犬
猫病院で個人注射を受けてください
問合せ　役場健康福祉課
　　　　　　　　（電話７２－０３３４）

※
犬
の
放
し
飼
い
は
、
思
わ
ぬ
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
散
歩
の
と
き
も
飼

い
主
が
必
ず
ロ
ー
プ
な
ど
で
つ
な
い
で
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
排

せ
つ
物
は
き
ち
ん
と
持
ち
帰
る
な
ど
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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人権のまち  ひの

約
２
０
０
人
が
参
加

差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

　

人
権
啓
発
講
演
会
及
び
第　

回
３１

町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
（
町

人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
ほ

か
主
催
）
が
、
２
０
０
６
年　

月
１１

　

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

１０れ
、
約
２
０
０
人
の
町
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
主
催
者
代
表
と
し

て
あ
い
さ
つ
し
た
景
山
享
弘
町
長

は
、「　

世
紀
は
人
権
の
世
紀
と

２１

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
差
別
や
偏
見

の
な
い
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す

る
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
一
人

一
人
が
何
が
で
き
る
か
を
問
い
な

が
ら
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
。
会
場
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

日
野
町
を
差
別
の
な
い
、
明
る
く
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
に
す
る
た
め

の
実
践
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

研
究
テ
ー
マ
を
発
表
し

学
習
内
容
を
確
認

　

ま
た
、
開
会
行
事
で
は
、
研
究

集
会
で
学
ぶ
目
的
な
ど
を
ま
と
め

た
「
研
究
集
会
が
め
ざ
す
も
の
」

が
、
宇
田
川
三
枝
副
実
行
委
員
長

の
朗
読
に
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

■
研
究
集
会
が
め
ざ
す
も
の

　

日
野
町
で
は
、
町
民
憲
章
を
も

と
に
、
平
成
５
年
に
「
日
野
町
部

落
差
別
撤
廃
及
び
人
権
擁
護
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　

保
育
所
や
学
校
に
お
い
て
、
教

育
の
重
要
な
柱
と
し
て
人
権
教
育

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
自
治

会
に
お
い
て
座
談
会
を
実
施
す
る

な
ど
、
地
道
な
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
、
そ
し
て
本
集
会
も
そ
の
推
進

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

人
権
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
一

方
で
、
多
く
の
人
権
侵
害
や
差
別

事
象
の
発
生
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
現
実
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
実
の

背
景
に
は
、
命
を
軽
ん
じ
る
風
潮

や
、
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
人
間

関
係
の
希
薄
さ
、
人
々
の
孤
立
感

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も

人
権
に
関
す
る
施
策
を
さ
ら
に
充

実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

研
究
集
会
で
は
、
家
庭
・
学
校
・

職
場
・
地
域
で
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
、
日
々
の
生
活
の
中

で
人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

矛
盾
を
感
じ
た
と
き
は
指
摘
し
あ

え
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
分
散
会

等
で
討
議
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

一
歩
深
ま
り
が
な
く
、
マ
ン
ネ
リ

化
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
第　

回
研
究
集
会
を

３１

迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
一
度
「
差

別
の
現
状
と
課
題
」
を
確
認
し
、

共
通
理
解
し
問
題
点
を
明
確
に
し

て
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
１
に
、「
同
和
問
題
の
現
状

と
課
題
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
提

言
を
い
た
だ
き
、
課
題
解
決
に
取

り
組
む
方
向
を
確
認
し
た
い
。

　

第
２
に
、「
子
ど
も
の
現
状
と

学
校
教
育
で
の
課
題
」
に
つ
い
て

提
言
を
い
た
だ
き
、
保
護
者
や
地

域
住
民
と
し
て
と
も
に
取
り
組
む

課
題
を
確
認
し
た
い
。

　

第
３
に
、「
社
会
教
育
で
の
現

状
と
課
題
」
に
つ
い
て
提
言
を
い

た
だ
き
、
今
後
の
社
会
教
育
で
取

り
組
む
課
題
を
確
認
し
た
い
。

　

過
去　

回
の
研
究
集
会
の
歴
史

３０

を
基
に
、
課
題
解
決
の
た
め
に
取

り
組
む
方
向
性
が
見
出
せ
る
よ
う

な
研
究
集
会
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
次
期
集
会
に
は
そ

の
実
践
を
持
ち
よ
り
課
題
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
を
話
し

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、「
落
語
家
、
露
の
新
治

さ
ん
に
よ
る
お
笑
い
人
権
高
座
」

を
通
し
て
、
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
人
権
を
尊
重
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

町
民
が
お
互
い
に
交
流
し
、
人
権

に
つ
い
て
学
習
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

（
抜
粋
）

　

こ
の
後
、
人
権
啓
発
講
演
会
と

し
て
、
落
語
家
の
露
の
新
治
さ
ん

に
よ
る
「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人

権
高
座
」、
腹
話
術
師
の
千
田
や

す
し
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
、
同

和
教
育
関
係
者
ら
に
よ
る
研
修
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

２

人
権
啓
発
講
演
会
及
び
第　

回
日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

３１

「研究集会がめざすもの」を発表する宇田川副実行委員長 (写真中央 )



人権のまち  ひの

■人権啓発講演会「新ちゃんのお笑い人権高座」
　

　講師の露の新治さんは、大阪市生まれの落語家。現在は、落語は

もとより、人権高座や出前寄席など、全国で活躍しています。

　今回は、自分自身の体験も織り交ぜながら、身の回りにある差別

意識や、誰もが笑顔で暮らしていくことの大切さなどを得意の話

術でたっぷりと聞かせ、参加者は大笑いしながら、堅苦しいと思わ

れがちな人権問題について楽しく学習していました。

・

・

が
ん
ば

３



同
和
問
題
の
現
状
と
課
題

 

鳥
取
県
部
落
解
放
同
盟　

鳥
取
県
連
合
会
執
行
委
員
長　

中 
田 
幸 
雄 
氏

 　

私
が
解
放
運
動
に
関
わ
っ
て
き
た
頃
は
、
差
別
が

あ
っ
て
当
た
り
前
と
い
う
時
代
で
し
た
。
現
在
で
は

人
権
意
識
の
輪
が
広
が
り
、
差
別
解
消
は
国
民
的
課

題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
差
別
事
件
は
今
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

全
国
の
同
和
地
区
名
が
記
載
さ
れ
た
悪
質
な
差
別
図

書
「
部
落
地
名
総
鑑
」
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
版
の

存
在
も
発
覚
し
ま
し
た
。

　

教
育
現
場
で
も
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
が
、
学

校
内
で
の
差
別
落
書
き
や
メ
ー
ル
を
使
っ
た
人
権
侵

害
、
日
常
の
遊
び
の
中
で
も
差
別
用
語
を
発
す
る
な

ど
差
別
事
件
も
起
き
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

長
い
た
た
か
い
の
末
、
同
和
地
区
の
劣
悪
な
生
活

環
境
を
改
善
で
き
、
ま
た
若
者
も
様
々
な
職
業
に
就

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
か
ら
先
も
同
和
対
策
を
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
状
を
考
え
る
と
、
も
っ
と
突
っ
込
ん
だ

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

人権のまち  ひの ４

社
会
教
育
で
の
現
状
と
課
題

 

西
部
教
育
局　

地
域
教
育
担
当　

清 
水 
和 
祥 
氏

 　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
の
取
り
組
み
は
大

き
く
分
け
て
次
の
４
つ
。
研
究
集
会
の
よ
う
に
参
加

者
に
来
て
も
ら
う
も
の
。
小
地
域
座
談
会
な
ど
、
地

域
に
出
か
け
て
い
く
も
の
。
解
放
文
化
祭
な
ど
の
交

流
事
業
。
広
報
活
動
な
ど
、
文
書
に
し
て
届
け
る
取

り
組
み
で
す
。
こ
れ
ら
は
郡
内
す
べ
て
の
ま
ち
で
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
各
町
に
共
通
す
る
課

題
は
、
参
加
者
の
固
定
化
・
高
齢
化
。
特
に　

代
の
参

２０

加
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
一
番
の
悩
み
で
す
。
参

加
者
が
固
定
化
す
る
と
事
業
の
マ
ン
ネ
リ
感
に
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
取
り
組
み

の
自
己
評
価
、
参
加
者
に
よ
る
評
価
が
必
要
で
す
。

　

自
治
会
な
ど
の
役
目
で
参
加
し
た
人
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
義
務
と
思
わ
ず
権
利
だ
と
考
れ

ば
違
っ
た
気
持
ち
で
参
加
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今

日
の
結
果
を
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
何
か
ひ
と
つ
で
も

自
分
の
行
動
を
変
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
現
状
と
学
校
教
育
で
の
課
題

 

鳥
取
県
教
育
委
員
会
人
権
教
育
課　

安 
達 
才 
智 
氏

 　

県
で
は
、
同
和
教
育
の
取
り
組
み
の
中
で
人
権
教

育
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
手
法
を
守
り
な

が
ら
更
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
、
機
械
的
な
部
分
で
子

ど
も
同
士
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
孤
立
し
て

い
る
と
い
う
現
状
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
規

範
意
識
・
マ
ナ
ー
の
低
下
な
ど
様
々
な
こ
と
が
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

学
校
の
人
権
教
育
の
中
で
は
、
知
識
を
多
く
教
え

て
き
た
半
面
、
そ
れ
が
実
践
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

と
感
じ
ま
す
。
こ
の
実
践
力
が
今
の
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
家
庭
・
地
域
に
お
い
て
は
、「
子
ど
も
は
家

庭
と
学
校
と
ど
ち
ら
が
好
き
な
の
か
？
ど
ち
ら
を
信

じ
る
の
か
？
」を
考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
最
終

的
に
は
親
を
信
じ
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
家
庭
・
地
域
の

力
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
学
校
と
の
協
力
・
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
子
ど
も
の
成
長
に
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

■研修「差別の現状と課題」
　

　人権講演会の後の研修では、森田勝彦実行委員長の司会で、部落解放・学校教育・社会教育それぞれの

視点からとらえた差別の現状と課題が話し合われました。

※「広報ひの３月号」から取り外してご覧ください



ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た

主
な
意
見

○
わ
か
り
や
す
い
講
演
で
、
笑

い
な
が
ら
聞
い
た
。
楽
し
い
話

の
中
に
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
多
く
あ
り
勉
強
に
な
っ
た
。

○
聞
く
だ
け
の
研
修
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
少
し
は
参
加
者
の

意
見
を
聞
き
た
か
っ
た
。

○
今
ま
で
と
違
っ
た
研
修
だ
っ

た
が
た
い
へ
ん
良
か
っ
た
。
中

田
氏
、
安
達
氏
、
清
水
氏
の
身
近

な
問
題
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
自
分
自
身
に
問
い
か
け

ら
れ
る
差
別
感
情
な
ど
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

○
講
演
を
聞
き
、
自
分
自
身
の

心
を
変
え
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん

大
切
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

○
参
加
者
が
少
な
い
の
が
残
念
。

若
い
人
の
参
加
が
少
な
い
こ
と

と
途
中
で
帰
る
人
が
多
い
こ
と

が
課
題
。
自
己
変
革
の
た
め
に

は
、
ま
ず
自
分
を
振
り
返
る
こ

と
。
参
加
型
の
集
会
を
望
む
。

○
年
代
ご
と
に
研
修
会
を
し
て

み
て
は
ど
う
か
。
老
若
共
に
支

え
あ
っ
て
、
ま
ち
の
た
め
差
別

を
徐
々
に
な
く
す
よ
う
努
力
し

た
い
。

人権のまち  ひの５

軽妙な露の新治さんの講演に笑顔の参加者

参加者アンケート集計結果
参加者数＝１９６人 (男性１２９人、女性６７人 )

アンケート回答数＝８９人 (回答率４５㌫）

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　

今
回
の
集
会
で
は
、
参
加
者
の
感
想
や
意
見
を
聞
き
、
今
後

の
参
考
に
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
回
の
集
会
と
比
較
す
る
と
、
参
加
者
の
う
ち
、　

代
の
参

２０

加
が
７
・
９
㌫
に
増
え
て
い
ま
す
（
前
回
は
２
・
５
㌫
）。

　

し
か
し
、
今
回
初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
人
は　

㌫
と
、
前

２７

回
の　

・
５
㌫
に
比
べ
減
少
し
て
お
り
、
参
加
者
が
固
定
化
し

４０

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

○あなたの性別は？

男性
５５㌫

女性
４５㌫

○あなたの年代は？

２０代
７.９㌫

３０代
５.６㌫

４０代
１６.９㌫

５０代
２４.７㌫

６０代
２３.６㌫

７０代以上
２１.３㌫

○研究集会に参加するのは何回目？

今回がはじめて
２７㌫

２回～４回
４２.７㌫

５回～７回
１４.６㌫

８回以上
１５.７㌫

○どのような所属（立場）での参加ですか？

民間企業・団体
２２.５㌫

保育所・
学校職員
７.８㌫

子どもの
保護者
７.８㌫

行政関係
１６.９㌫

自治会
２７㌫

その他
１８㌫



　

２
０
０
７
年
２
月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
、
和
歌
山
県
白
浜
町
で
開
か
れ
た
第　

回
２１

人
権
啓
発
研
究
集
会
に
、
同
推
協
地
域
社
会

部
会
長
の
松
本
元
男
さ
ん
、
教
育
委
員
会
の

松
村
譲
さ
ん
と
３
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
人
種
差
別
や
外
国
人

の
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
阪
市
立
大
学
教
授
、

朴
一
さ
ん
の
「
在
日
外
国
人
の
人
権
に
関
す

る
課
題
と
自
治
体
の
対
応
に
つ
い
て
」、
北
海

道
情
報
大
学
助
教
授
、 

有
道  
出
人 
さ
ん
の

あ
る
ど
う 

で
び
と

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
オ
ン
リ
ー　

日
本
に
お
け

る
人
種
差
別
」
の
二
つ
の
講
演
が
印
象
に
残

り
ま
す
。

　

朴
さ
ん
か
ら
は
、
在
日
外
国
人
に
対
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
外
国
籍
住
民
の
地
方
自
治

へ
の
参
加
に
つ
い
て
の
課
題
が
提
起
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
公
務
員
試
験
の
国
籍
条

項
を
定
め
る
法
律
は
な
い
、
自
治
体
の
判
断

で
外
国
人
を
公
務
員
に
採
用
で
き
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

有
道
出
人
さ
ん
の
名
前
は
、
ア
ル
ド
ウ
ィ

ン
ク
ル
・
デ
ビ
ッ
ド
の
当
て
字
で
、
日
本
国
籍

を
取
得
さ
れ
た
日
本
人
で
す
。
北
海
道
に
お

住
ま
い
で
、
日
本
人
社
会
の
中
で
発
見
し
た

外
国
人
差
別
や
不
適
切
な
事
例
を
数
多
く
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
お
断
り
の
入
浴

施
設
、
外
国
人
犯
罪
に
注
意
を
喚
起
す
る
チ

ラ
シ
の
中
で
の
不
適
切
な
表
現
な
ど
で
す
。

詳
し
く
は
、
有
道
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://www.debito.org

）
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
日
本
に
住
む
外

国
人
が
こ
れ
か
ら
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
人
か
ら
尊
敬
さ

れ
る
日
本
人
に
な
れ
る
よ
う
、
も
っ
と
人
権

感
覚
を
磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
の
研
修
を
通
じ
て
思
い
ま
し
た
。

人権のまち  ひの ６

第　

回
人
権
啓
発
研
究
集
会
に
参
加
し
て

２１

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
役
場
総
務
企
画
課　

伊　

田　

喜　

浩

　

２
０
０
６
年　

月
２
日
・
３
日
に
、
愛
媛
県
松
山
市
で
開
か
れ
た
第

１２

　

回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

５８
　

本
大
会
は
、
大
会
応
援
ソ
ン
グ
『
あ
な
た
の
こ
と
ば
で
（
作
詞
・
作

曲　

し
げ
ま
す
よ
し
か
ず
）』
で
始
ま
り
ま
し
た
。
生
き
る
輝
き
を
持

つ
大
切
さ
と
人
と
つ
な
が
り
あ
う
感
動
を
、
や
さ
し
く
、
で
も
力
強
く

私
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
で
の
龍
神
太
鼓
。
本
気
で
差
別
に
立
ち
向
か
い
、
厳
し

い
差
別
に
対
す
る
怒
り
の
拳
を
バ
チ
に
代
え
、
訴
え
て
き
た
反
差
別

の
願
い
が
、
一
叩
き
、
一
叩
き
ご
と
に
私
の
胸
に
響
き
、
奮
い
立
た
さ

れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

特
別
分
科
会
で
は
、『
つ
く
ろ
う　

人
権
文
化
が
輝
く
社
会
を
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

和
教
育
の
充
実
と
発
展
、
人
権
教
育
と
し
て
の
再
構
築
と
は
、
人
権
教

育
の
指
導
方
法
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
か
ら
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
は
自
分
自
身
の
生
き
様
を
通
し
て
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
、

応
援
ソ
ン
グ
の
歌
詞
に
あ
る
、『
あ
な
た
に
は
あ
な
た
で
な
け
り
ゃ
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
』
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
日

で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
心
に
置
い
て
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第　

回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

５８
に
参
加
し
て

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
雨
小
学
校　

西　

村　

貴
世
志



身
の
回
り
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
う

　

町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
日
常
生
活
の

中
に
あ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
広
く
目
を
向
け
て
地
域

の
中
で
話
し
合
い
、
人
権
を
大
切
に
し
た
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
小
地
域
座
談
会
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
は
、
２
０
０
６
年　

月
か
ら
２
０
０
７
年
３

１０

月
ま
で
を
開
催
期
間
と
し
、
各
自
治
会
長
を
班
長
に
、
町

職
員
や
教
育
関
係
者
ら
を
推
進
員
と
し
た　

班
が
地
域

２３

を
訪
れ
て
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
暮
し
の
中
の
人
権
に
つ
い
て
話

し
ま
せ
ん
か
」。
資
料
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
通
し
て
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
女
性
に
対
す
る
差

別
な
ど
、
身
の
回
り
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
住
民
ど
う

し
で
思
っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

全
自
治
会
で
の
開
催
が
目
標

　

座
談
会
は
、
す
べ
て
の
自
治
会
で
開
か
れ
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
期
間
中
、
座
談
会
が

開
か
れ
た
の
は
、
全　

自
治
会
の
う
ち　

自
治
会
。
昨

５１

３０

年
度
（　

自
治
会
）
に
比
べ
、
開
か
れ
る
回
数
は
多
く

２３

な
っ
て
い
ま
す
が
、
開
か
れ
て
い
な
い
自
治
会
も
多
く
、

今
後
ど
の
よ
う
に
地
域
に
定
着
さ
せ
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人権のまち  ひの７

２００６年度小地域座談会まとめ
　　

テーマ：
サブテーマ：あなたの人権は守られていますか！

座談会での主な意見

■ビデオを見て分かった気に
なるが、また明日になると分
からない状況になる。繰り返
し学習することが必要。
■みんなが参加できるような
会を研究する必要がある。
■いつの時代でも人間関係は
難しいが、特に今はぎすぎす

・ ・ ・ ・

していると思う。
■自分の中の思い込みはなか
なか変えられない。
■私たちの地域は人と人との
つながりが強く、頼めること、してくれる
ことがうれしい。一番大切なことだと思
う。
■人権について考え、勉強することが同
和問題の根っこにつながると思う。根っ
こは一つだと思う。
■子どもに対して、人間は一人一人、皆が
大切な存在だという教育をしてほしい。
学歴社会に乗っかっていくだけでは人と
しての心は育たないと思う。幸せは人そ
れぞれの感覚による。良い学校、良い会
社に行けばよいというものではない。
■若い人と高齢者が交流する場をどんど
ん作りたい。家族同士で集まって話がで
きる場がもてたら良いと思う。
■近年、高齢者に対する差別・虐待が言わ
れている。こちらが冗談のつもりでなに

げなくいった言葉が相手を傷つける。自
分たちも意識して接する必要がある。
■高齢者問題について。認知症を理解す
ることは難しいことだが、理解する努力
をし、自分を改革していくことが大事。
■自分は一人暮らしをしているが、近所
の人に助けられて過ごしている。近所ど
うしの助け合いのありがたさ、大切さを
感じる。
■子どもの頃から人権学習に取り組むこ
とはとてもよいことだと思う。もっと学
習の機会を増やしてほしい。
■「同和問題は自分たちとは関係ない」と
いう考え方になりがちだが、生まれたと
きからの人権というものを考えていくこ
とで、自分のものとして考えられると思
う。

参加者どうし、日ごろ気になることなど話し合う



　
「
親
が
子
ど
も
を
殺
し
た
」

　

ま
た
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
私
は
秋
田
県

藤
里
町
で
起
き
た
事
件
に
強
い
怒
り
と
疑
問
を

抱
き
ま
し
た
。
な
ぜ
親
が
子
ど
も
を
殺
せ
る
の

か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
だ
け
子
ど
も
の

こ
と
で
腹
が
立
っ
て
も
自
分
が
産
ん
だ
子
を
殺

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
私

は
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
「
愛
情
」
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

　

私
は
家
族
が
大
好
き
で
す
。
で
も
「
ど
う
い

う
と
こ
ろ
が
好
き
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
答
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
全
部
好
き
だ

か
ら
で
す
。
お
そ
ら
く
私
が
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
注
い
で
く
れ
た
親
の
愛
情
が
自
然
と
私
の
心

に
伝
わ
り
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
家
族
に
対
し
、

親
に
対
し
、
大
好
き
と
い
う
感
情
が
身
に
付
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
部
活
の
こ
と
で
苦

し
か
っ
た
と
き
、
私
の
話
を
ず
っ
と
聞
い
て
く

れ
た
の
は
母
で
し
た
。
母
も
仕
事
や
家
事
で
い

ろ
い
ろ
大
変
だ
っ
た
の
に
、
一
生
懸
命
聞
い
て

く
れ
ま
し
た
。
話
す
前
ま
で
は
や
め
よ
う
と

思
っ
て
い
た
部
活
も
、
母
の
「
お
母
さ
ん
は
い

つ
で
も
沙
紀
の
見
方
や
で
」
と
い
う
言
葉
で
、

も
う
一
度
頑
張
っ
て
み
よ
う
か
な
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
や
さ
し
く
包
み
込
ん
で
く

れ
る
母
の
愛
情
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
困
難
に
も

立
ち
向
か
え
る
よ
う
な
気
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
親
に
い
ろ
い
ろ
相
談
し
て
も
、
や

は
り
親
に
言
い
づ
ら
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
に
話
す
相
手
は
友
達
で
す
。
恋
の
悩

み
と
か
ほ
か
の
友
達
と
ケ
ン
カ
を
し
た
時
は
、

親
よ
り
友
達
に
す
ぐ
話
を
し
ま
す
。
友
達
は
、

私
の
話
を
黙
っ
て
静
か
に
聞
い
て
く
れ
て
、
私

が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
し
た
と
き
は
き
ち
ん

と
叱
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
そ
ん
な
友
達
が
大

好
き
で
す
。
こ
れ
は「
愛
情
」と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
「
友
情
」
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
国
語
辞
書
に
は
「
友
達
と
し
て
の
愛
情
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
も
こ
れ
は
「
愛
情
」

だ
と
思
い
ま
す
。
愛
が
な
い
と
人
の
こ
と
を
思

い
や
れ
な
い
し
、
な
ん
と
か
し
て
あ
げ
よ
う
と

は
思
え
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

親
と
友
達
。
私
は
ど
ち
ら
も
大
好
き
で
愛
情

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
大
好
き
な
人
と
で
も
ケ

ン
カ
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
私
は
母
と
こ
ん
な
話

を
し
ま
し
た
。

　
「
親
と
ケ
ン
カ
し
て
、
め
っ
ち
ゃ
ム
カ
つ
く

こ
と
を
言
わ
れ
て
も
親
は
許
せ
る
。
な
ん
で
や

ろ
う
？
」
と
母
。

　
「
そ
れ
が
愛
情
っ
て
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
。」
と

私
。

　

ど
ん
な
に
ム
カ
つ
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
愛
が

あ
る
限
り
決
し
て
憎
ん
だ
り
殺
し
た
り
は
し
ま

せ
ん
。
あ
の
秋
田
で
起
こ
っ
た
事
件
は
、
子
ど

も
に
対
す
る
愛
が
足
り
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
親
も
自
分
が
小
さ
い
時

に
親
か
ら
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
も
ら
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
こ
の
事
件
や
い
ろ
ん
な
話
を
し
た
中

で
、
将
来
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
し
た
。
大

人
に
な
っ
た
ら
私
も
結
婚
も
し
た
い
し
子
ど
も

も
産
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
仕
事
を
し
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
夫
へ
の
愛
や
、

子
ど
も
に
対
す
る
愛
、
そ
し
て
仕
事
関
係
で
関

わ
る
友
情
（
愛
情
）
を
も
つ
で
し
ょ
う
。
人
の

心
に
は
、
愛
情
と
い
う
、
人
を
想
え
る
温
か
い

気
持
ち
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
私
は
愛
情

を
き
ち
ん
と
も
て
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
こ

の
よ
う
に
思
え
る
の
も
、
私
に
与
え
て
く
れ
た

母
の
愛
情
、
友
達
か
ら
の
愛
情
な
ど
、
い
ろ
ん

な
人
の
温
か
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
人

に
出
会
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
人
の
い
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
て
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
相

手
も
私
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
愛

情
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
こ
の
作
文
は
、
荒
木
さ
ん
が
「
第　

回
少
年

２８

の
主
張
鳥
取
県
大
会
（
青
少
年
育
成
鳥
取
県
民

会
議
主
催
）」
に
応
募
し
、
総
数
１
１
７
６
人
の

作
品
の
中
か
ら
、
入
賞　

人
・
入
選　

人
の
中

１３

１０

の
入
選
作
品
に
見
事
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

人権のまち  ひの ８

■私たちの身の回りの人権侵害。インターネットの掲示板には匿
名性を逆手に取った差別書き込みが多発し、高齢者を狙った振り
込め詐欺や架空請求などの犯罪も、もはや他人事ではなくなって
きています。また、その方法も時代と共に巧妙化・凶悪化が進ん
でいます■「人権の世紀」と呼ばれる２１世紀も６年が過ぎました
が、今、私たちの人権は守られていると言えるでしょうか■「差
別はなくならない」という声もあります。しかし、「差別はなくせ
る」という希望をもって取り組んでいくことも大切だと思います。

　人権のまち ひの
　　　　　　　　　

２００７年３月２０日発行

発行：日野町人権 ･同和教育推進協議会
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広報ひの

　

３
月
６
日
、
平
成　

年
第
３

１９

回
の
町
教
育
委
員
会
を
開
き
、

次
の
６
件
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
①　

町
人
権
セ
ン
タ
ー
条

例
の
制
定
の
申
出
に
つ
い
て

議
案
②　

町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
の
申
出
に
つ
い
て

議
案
③　

町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
の
申
出
に
つ
い
て

議
案
④　

町
進
学
奨
励
金
交
付

要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
⑤　

町
同
和
対
策
特
別
自

動
車
運
転
訓
練
実
施
要
綱
の
廃

止
に
つ
い
て

議
案
⑥　

町
同
和
対
策
雇
用
促

進
協
議
会
設
置
要
綱
の
廃
止
に

つ
い
て

　

議
案
①
に
つ
い
て
は
、
先
般

委
嘱
し
た
委
員
の
方
に
協
議
い

た
だ
き
、
条
例
制
定
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
人
権
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
、
部
落
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
撤
廃
に
向
け
て
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

議
案
②
は
、
嘱
託
職
員
の
報

酬
月
額
を
変
更
す
る
も
の
、
議

案
③
は
、
教
育
長
の
給
与
の
減

額
期
間
を
延
長
す
る
も
の
で
す
。

議
案
④
は
、
進
学
奨
励
金
の
額

を
変
更
す
る
も
の
で
、
議
案
⑤
、

⑥
は
、
そ
れ
ぞ
れ
要
綱
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
議
案
①
、
②
、
③
に
つ

い
て
は
、
３
月
議
会
に
上
程
し

ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成　

年
第
３
回
町
教
育
委
員
会
開
催

１９
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■日野総合事務所

４月１日～３０日まで
　

■山陰合同銀行根雨支店

４月９日～５
月１１日まで
 

■蔵美術館
４

月１日～２５日まで
 

■県西部地震展示交流セン
ター

４月２日
～２７日まで

　

チ
ー
ム
で
行
う
退
院
支
援 
～
日
野
病
院
の
退
院
支
援
体
制
～

 　
　
　
　
　

日
野
病
院　

医
療
相
談
員　

妹
尾　

小
百
合

 　

平
成　

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
、
入
院
期
間
（
在
院

１８

日
数
）
の
短
縮
と
、
早
期
に
在
宅
生
活
へ
復
帰
で
き
る
よ
う
、

医
療
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

退
院
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
患
者
・
家
族
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
出
来
事
で
し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
は
あ
り

ま
す
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
「
元
気
に
な
っ
て
退
院
し
た

い
」
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
退
院
す

る
こ
と
に
多
く
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
患
者
様
・
ご
家
族
は

時
と
し
て
「
こ
ん
な
状
態
で
病
院
を
追
い
出
す
の
で
す
か
」

「
も
う
少
し
入
院
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
た
い
」「
認
知
症

が
あ
り
在
宅
生
活
が
心
配
」
と
い
う
反
応
を
示
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
野
病
院
相
談
室
で
は
、
何
を
入
院
生
活
に
望

ん
で
い
る
の
か
、
ど
ん
な
状
態
で
退
院
を
迎
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
か
な
ど
の
不
安
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

日
野
病
院
の
入
院
患
者
の　

㌫

は　

歳
以
上
の
高
齢
者

８０

６５

で
す
。
高
齢
者
は
、
病
気
で
入
院
す
る
こ
と
で
合
併
症
を

併
発
し
た
り
、
障
害
を
抱
え
日
常
生
活
に
も
支
障
を
来
た

す
こ
と
が
多
く
、
在
宅
療
養
へ
の
意
欲
が
低
下
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
者
の
不
安
も
強
く

な
り
、
退
院
に
向
け
て
積
極
的

に
考
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

主
治
医
な
ど
病
院
ス
タ
ッ
フ
は
、

退
院
後
の
生
活
を
見
す
え
、
患

者
様
・
ご
家
族
が
安
心
し
退
院

が
出
来
る
よ
う
定
期
的
に
リ
ハ

ビ
リ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
会
議
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
院
を
迎
え
る
前
に
、

必
要
な
制
度
の
利
用
手
続
方
法
の
説
明
・
サ
ー
ビ
ス
調
整
を

行
う
た
め
、
患
者
様
・
ご
家
族
を
交
え
た
退
院
前
合
同
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
患
者
様
・
ご

家
族
の
退
院
生
活
を
お
く
る
う
え
で
の
意
向
や
、
サ
ー
ビ

ス
機
関
の
役
割
を
確
認
し
、
療
養
生
活
が
地
域
で
支
え
な

が
ら
お
く
れ
る
よ
う
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
野
病
院
だ
け
で
は
安
全
で
安
心
で
き
る
退

院
生
活
へ
の
支
援
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら

は
、「
地
域
連
携
室
」
を
設
立
し
、
病
院
か
ら
地
域
・
施
設

へ
と
療
養
の
場
が
移
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
地
域
の
か
か
り

つ
け
医
や
介
護
老
人
保
健
・
福
祉
施
設
、
介
護
支
援
専
門
員
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
行
政
機
関
と
連
携
、
チ
ー
ム

で
行
う
退
院
支
援
を
め
ざ
し
、
病
気
や
障
害
を
抱
え
て
い

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
在
宅
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
さ

ら
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

○午前（受付時間：午前７時３０分～午前１１時３０分）
備考第４土第２土金木水火月診察科目

循内は隔週櫃田五代井上五代五代（循内）五代一診
内　

科

櫃田牧野（大学）櫃田櫃田二診
（脳内）井上三診

櫃田禁煙
山根または大谷大谷山根大谷山根（大学）外　科

山本山本山本（大学）山本山本整形外科
（大学）玉井（大学）玉井玉井眼　科

頭本頭本頭本頭本頭本頭本頭本小児科
心臓・血管

耳鼻科
泌尿
器科

その他
（大学） 皮膚科

○午後（受付時間：正午～午後４時）
備　考金木水火月診察科目

牧野五代（大学）（大学）井上内　科
水曜日は第２・４・５のみ頭本頭本頭本頭本頭本小児科

・心臓血管外来は第３木曜のみ
・心療内科の受付は午後２時まで

婦人科
心臓
血管

心療
内科

その他
（大学）

※医師の出張等により、診察日・担当医師が変更になる場合があります。

■
外
来
診
療
案
内
（
３
月
１
日
現
在
）



　

今
年
度
か
ら
町
公
民
館
が
行
っ

て
い
る
子
ど
も
教
室
「
お
で
か
け

た
い
」
は
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
、

根
雨
小
学
校
と
黒
坂
小
学
校
に
交

互
に
出
か
け
て
行
き
、
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
う
事
業
で
す
。

　

内
容
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・

昔
の
お
も
ち
ゃ
作
り
や
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
な
ど
。
地
域
の
人
の

特
技
や
知
恵
を
た
く
さ
ん
子
ど
も

た
ち
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に

も
毎
回
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
お
で
か
け
た
い
」
に
は
、
主
に

低
学
年
児
童
の
参
加
が
多
く
、
中

に
は
毎
回
楽
し
み
に
参
加
し
て
く

れ
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
低
学
年
か
ら
高
学
年

ま
で
み
ん
な
が
楽
し
く
過
ご
せ
る

教
室
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
学
校

に
出
か
け
て
事
業
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
特

技
や
知
恵
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
願
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
犯

罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、

安
全
・
安
心
な
地
域
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広報ひの

地
域
の
防
犯
意
識
の

　
　
　
　
　

高
ま
り
に
期
待

　

近
年
多
発
す
る
子
ど
も
を
狙
っ

た
犯
罪
か
ら
地
域
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
、
こ
の
た
び
舟
場
自

治
会
防
災
部
（
総
勢　

人
）
が
協

３３

議
会
と
共
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

舟
場
自
治
会
防
災
部
は
、
主
に

小
中
学
生
が
下
校
す
る
時
間
帯
に
、

交
差
点
や
通
学
路
を
中
心
に
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
・
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
組
ん
で
決
め
ら
れ
た
日
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
の
で
は
な
く
、
都

合
の
つ
く
日
は
出
来
る
限
り
毎
日

地
域
の
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
今
ま
で
主
に
青

パ
ト
車
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は

舟
場
自
治
会
の
よ
う
に
地
域
の
防

犯
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

青
パ
ト
車
の
巡
回
だ
け
で
は
防

ぎ
き
れ
な
い
地
域
の
安
全
は
、
地

域
の
取
り
組
み
に
よ
り
守
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
町
地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
事
務
局
）

10

町
公
民
館
こ
ど
も
教
室
「
お
で
か
け
た
い
」

舟場自治会防災部、総勢３３人で
地区をパトロール

 

日野町地域防犯・生活安全パトロール協議会

子どもたちの安全を見守ります

地域の大人と楽しい時間を過ごす
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黒
坂
診
療
所
は
平
成　

年
２

１７

月
の
開
設
以
来
、
早
２
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
当
地
域
の
診

療
所
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
当
初
は
前

院
長
の
浜
副
隆
一
が
診
察
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
７
月

１８

か
ら
は
山
根
祥
晃
外
科
医
長
が

担
当
し
て
お
り
ま
す
。
診
察
は

水
曜
日
と
金
曜
日
の
午
後
２
時

か
ら
行
っ
て
お
り
、
１
日
あ
た
り

　

～　

人
、
１
月
あ
た
り　

～　

１１

１２

８５

９０

人
の
患
者
様
の
ご
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
左
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
２
年
間
と
い
え
ば
、
国
の

医
療
構
造
改
革
の
全
貌
が
明
ら

か
に
な
っ
た
２
年
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。　

　

そ
の
一
つ
が
在
宅
医
療
の
推

進
で
す
。
日
野
町
で
も
、
将
来
お

年
寄
り
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り

認
知
症
や
寝
た
き
り
に
代
表
さ

れ
る
生
活
機
能
障
害
を
持
つ
人

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
内
あ
る
い
は
近
隣

の
介
護
施
設
の
数
は
限
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
よ
う
な
人
の
全
て
が

入
所
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

日
野
病
院
組
合
は
以
前
か
ら
在

宅
医
療
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
訪

問
診
察
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
入
浴
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
高
齢
者

世
帯
、
独
居
世
帯
の
増
加
に
よ
る

家
庭
の
介
護
力
の
低
下
は
著
し

く
、
そ
の
こ
と
が
在
宅
医
療
の
利

用
者
の
拡
大
を
阻
ん
で
い
ま
す
。

　

家
庭
で
生
活
機
能
障
害
を
持

つ
お
年
寄
り
を
支
え
る
た
め
に

は
、
病
院
の
み
な
ら
ず
市
町
村
、

介
護
施
設
、
保
健
所
、
開
業
医
、

さ
ら
に
は
住
民
が
参
加
し
た
包

括
的
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

日
野
町
で
は
今
の
と
こ
ろ
こ

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と

は
言
え
ず
、
行
政
に
よ
る
強
い
指

導
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

国
は
診
療
所
（
か
か
り
つ
け
医
）

が
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
と
い
う　

時
２４

間
体
制
で
往
診
や
訪
問
看
護
を

実
施
す
る
新
し
い
診
療
所
の
形

態
を
提
案
し
ま
し
た
。
人
材
の

確
保
を
ど
う
す
る
か
な
ど
多
く

の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
日
野
病

院
組
合
と
し
ま
し
て
は
将
来
的

に
は
黒
坂
診
療
所
を
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
、
日
野
病
院
を
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
支
援
病
院
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
日
野
町
の
在

宅
医
療
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。　

ど
う
ぞ
、

今
後
と
も
黒
坂
診
療
所
を
暖
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
野
町
歴
史
研
修
会
は
、
①
町

内
の
歴
史
を
研
修
す
る
、
②
郡

内
・
県
内
等
の
歴
史
を
研
修
す
る
、

③
町
内
外
の
歴
史
の
研
究
調
査
、

④
機
関
紙
・
文
献
な
ど
の
発
行
を

目
的
に
、
昭
和　

年　

月
８
日
に

５２

１２

発
足
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
で
、

３
時
間
程
度
と
い
う
事
が
決
め
て

あ
り
、
現
在
は
曜
日
が
違
い
ま
す

が
、
最
初
の
話
し
合
い
で
決
め
ら

れ
た
事
を
原
則
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
間
、
本
町
内
を
会
員
で
探

索
・
調
査
研
究
し
、「
日
野
町
史
跡

巡
り
」
を
発
刊
。
研
究
者
の
貴
重

な
参
考
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
開
か
れ
て
い
る
町
公
民

館
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
教
室
」
で

は
、
町
内
史
跡
の
説
明
な
ど
で
、

子
ど
も
た
ち
の
ま
ち
を
愛
す
る
心

を
育
て
る
手
助
け
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
時
代
と
共
に
新
た
な

史
跡
も
生
ま
れ
ま
す
し
、
そ
れ
ら

の
紹
介
や
会
員
研
修
に
よ
っ
て
町

内
に
あ
る
未
知
の
史
跡
の
掘
り
起

し
な
ど
も
行
っ
て
町
内
外
に
発
信

し
た
い
と
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。

団
体
・
サ
ー
ク
ル
紹
介　

ふるさと教室で小学生にまちの歴史を解説

日
野
病
院
黒
坂
診
療
所
定
期
便

　
　

黒
坂
診
療
所
の
２
周
年
を
迎
え
て

日
野
病
院
長　

櫃
田　

豊

地域別利用状況（H18.3 ～ H19.1）
利用人数地区名

６８黒坂
６久住
１０下黒坂
５下菅
３中菅
３小河内
１上菅
５福長
１米子市

１０２合計

年代別利用状況（H18.3 ～ H19.1）
利用人数年代

８９０歳以上
２６８０歳代
４２７０歳代
２０６０歳代
２５０歳代
０４０歳代
１３０歳代
１２０歳代
２０～１０歳代

１０２合計

診療内容状況（H18.3 ～ H19.1）
利用人数診療内容

４９３整形外科的注射
８０静脈注射
１１心電図
３５超音波検査

１３５血液検査
２０尿検査
９その他検体検査
４１手術・処置
７７インフルエンザ

７６６投薬
１,６６７合計



広報ひの

　
 
榎 
の 
実  
学
習
会 
（ 
中
学
校 
）
の

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

 
閉
講
式 
が
、
２ 
月 　
 
日 
に 
行 
な
わ

へ
い
こ
う
し
き 

が
つ 

に
ち 

お
こ

１５

れ
ま
し
た
。

　
 
当
日 
は
ほ
と
ん
ど
の

と
う
じ
つ

 
保
護
者 
も

ほ
ご
し
ゃ

 
参
加 
し
、 
教
育
委
員
会 
や 
各
担
任 

さ
ん
か 

き
ょ
う
い
く
い
い
ん
か
い 

か
く
た
ん
に
ん

か
ら
の
お 
話 
と
、
こ
の 
一
年 
を 
振 

は
な
し 

い
ち
ね
ん 

ふ

り 
返 
っ
て 
感
想 
や 
反
省 
を 
生
徒  
一 

か
え 

か
ん
そ
う 

は
ん
せ
い 

せ
い
と 

ひ
と

 
人  
一
人 
が 
発
表 
し
ま
し
た
。

り 

ひ
と
り 

は
っ
ぴ
ょ
う

　

そ
の 
中 
に
「
も
し
か
し
て
、 
自 

な
か 

じ

 
分 
も 
友 
だ
ち
を 
差
別 
し
た
り 
傷 
つ

ぶ
ん 

と
も 

さ
べ
つ 

き
ず

け
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」と 
反 は

ん

 
省 
の 
意
見 
が
あ
っ
た
り
、 
柳
沢 

せ
い 

い
け
ん 

や
な
ぎ
さ
わ

 
厚
生  
労
働
大
臣 
の 
問
題
発
言 
に
つ

こ
う
せ
い 
ろ
う
ど
う
だ
い
じ
ん 

も
ん
だ
い
は
つ
げ
ん

い
て
の
「 
私 
は 
機
械 
か
ら 
生 
ま
れ

わ
た
し 

き
か
い 

う

た
ん
じ
ゃ
な
い
…
」
と
い
う 
言
葉 

こ
と
ば

に
は
、
い
か
に 
子 
ど
も
た
ち
の 
心 

こ 

こ
こ
ろ

を
も 
傷 
つ
け
た
差
別
発
言
で
あ
っ

き
ず

た
か
と 
改 
め
て 
感 
じ
ま
し
た
。

あ
ら
た 

か
ん

　

３ 
年
生 
が
、
が
ん
ば
っ
て
き
た

ね
ん
せ
い

こ
と
を
２
年
生
、
１
年
生
が 
受 
け

う

 
継 
い
で
、 
今
後 
も 
学
習
会 
に 
取 
り

つ 

こ
ん
ご 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

と

 
組 
ん
で
ほ
し
い
と 
先
生
方 
か
ら 
熱 

く 

せ
ん
せ
い
が
た 

あ
つ

い
エ
ー
ル
を 
送 
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

お
く

12

ならけん しちょうそん じんけん どうわもんだい けいはつかつどう

すいしん ほんぶ れんらく きょうぎかい けいはつれんきょう きかく

せいさく じょう はんらん おうこう

ゆうがいじょうほう じったい けいはつ

ディーブイディー しもえのきりんぽかん

かつよう

きぼう し

　
 

隣
保
館 
に
よ
く 
来 
ら
れ
る 
一
人 

り
ん
ぽ
か
ん 

こ 

ひ
と
り

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、
こ
ん
な 
心 

こ
こ
ろ

 
温 
ま
る
お 
手
紙 
を
い
た
だ
き
ま
し

あ
た
た 

て
が
み

た
。

『 
老
共 
に
、
や
さ
し
い 
笑
顔 

お
い
と
も 

え
が
お

　

こ
え
か
け
て

　

う
れ
し
い
の
よ
ね

　

あ
り
が
と
う

　
 
元
手 
の 
入 
ら
ぬ　
 
思 
い
や
り

も
と
で 

い 

お
も

　

あ
り
が
と
う

　
 
気 
ま
ま
よ
ね　

き

　

あ
ま
え
て 
居 
る
の
ね
』

い

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お

 
元
気 
で
、
ま
た 
遊 
び
に
き
て
ね
。

げ
ん
き 

あ
そ

 
今 
、
ネ
ッ
ト 
上 
で
は
…

い
ま 

じ
ょ
う

　
 

近
年 
、
さ
ま
ざ
ま
な 
場
所 
で

き
ん
ね
ん 

ば
し
ょ

パ
ソ
コ
ン
・ 
携
帯  
電
話 
が 
急
速 

け
い
た
い 
で
ん
わ 

き
ゅ
う
そ
く

に 
普
及 
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ふ
き
ゅ
う

を 
利
用 
す
る
人
も 
急
増 
し
て
い

り
よ
う 

き
ゅ
う
ぞ
う

ま
す
。

　
 
便
利 
な 
反
面 
、 

使 
い 
方 
を 
誤 

べ
ん
り 

は
ん
め
ん 

つ
か 

か
た 

あ
や
ま

れ
ば 
他
人 
を 
傷 
つ
け
た
り
、
ト

た
に
ん 

き
ず

ラ
ブ
ル
に 
巻 
き 
込 
ま
れ
た
り
す

ま 

こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
 
電
子  
掲
示
板  
上 
に
「 
大
阪 
・

で
ん
し 

け
い
じ
ば
ん 

じ
ょ
う 

お
お
さ
か

 
池
田  
小
学
校  
児
童  
殺

傷
 
 
事 

い
け
だ 

し
ょ
う
が
っ
こ
う 

じ
ど
う 

さ
っ
し
ょ
う 

じ

 
件 
」
や
「 
兵
庫 
・ 
明
石  
花
火  
大 

け
ん 

ひ
ょ
う
ご 

あ
か
し 

は
な
び 

た
い

 
会 か

い 
事
故 

じ

こ

」
を 
部
落  
差
別 
や 
在
日 

ぶ
ら
く 

さ
べ
つ 

ざ
い
に
ち

コ
リ
ア
ン
差
別
に 
関
連 
づ
け
て

か
ん
れ
ん

 
事
件  
被
害
者 
を
あ
ざ 
笑 
う
、 

極 

じ
け
ん 

ひ
が
い
し
ゃ 

わ
ら 

き
わ

め
て 
悪
質 
な 
差
別  
書 
き 
込 
み
が

あ
く
し
つ 

さ
べ
つ 

か 

こ

 
行 
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
こ
な

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の 
特
性 
で

と
く
せ
い

あ

る
「 
自
由 
」
と
「 
匿
名
性 
」

じ
ゆ
う 

と
く
め
い
せ
い

を
は
き
ち
が
え
た 
許 
し
が
た
い

ゆ
る

 
行
為 
が 
横
行 
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い 

お
う
こ
う

　
 
今  
一
度 
「 
情
報
化  
社
会 
」
の

い
ま 

い
ち
ど 

じ
ょ
う
ほ
う
か 
し
ゃ
か
い

あ
り 
方 
を
「 
人
権 
」
と
い
う 
視  
点 

か
た 

じ
ん
け
ん 

し 
て
ん

で 
捉 
え
な
お
し
、
人
権
を 
大
切 

と
ら 

た
い
せ
つ

に
す
る 
社
会 
を
つ
く
る
た
め
に

し
ゃ
か
い

「 
私 
た
ち 
一
人 
一
人
は 
何 
が
で

わ
た
し 

ひ
と
り 

な
に

き
、
ど
う 
行
動 
す
る
べ
き
な
の

こ
う
ど
う

か
」
を 
真
剣 
に 
考 
え
て
い
く 
必 

し
ん
け
ん 

か
ん
が 

ひ
つ

 
要 
が
あ
り
ま
す
。

よ
う

　
 
榎 
の 
実  
学
習
会 
（ 
小
学
生 
）

え 

み 
が
く
し
ゅ
う
か
い 

し
ょ
う
が
く
せ
い

で
、「 
地
域 
の 
人 
か
ら 
学 
ぼ
う
」と

ち
い
き 

ひ
と 

ま
な

３ 
年
生  
以
上 
の 
児
童 
が
ビ
ニ
ー

ね
ん
せ
い 
い
じ
ょ
う 

じ
ど
う

ル
ひ
も
を 
使 
っ
て
わ
ら
じ
を 
作 

つ
か 

つ
く

り
ま
し
た
。

　

わ
ら
じ 
作 
り
に 
詳 
し
い
、 
地
域 

づ
く 

く
わ 

ち
い
き

の 
人 
に

ひ
と

 
二
度 

に

ど

に
わ
た
っ
て 
教 
わ

お
そ

り
、
い
つ
も
は 
落 
ち 
着 
き
の
な
い

お 

つ

 
子 
も 
真
剣 
な 
表
情 
で 
取 
り 
組 
ん

こ 

し
ん
け
ん 

ひ
ょ
う
じ
ょ
う 

と 

く

で
い
ま
し
た
。

　

１
、
２
年
生
は 
昔
遊 
び 
体
験 
と

む
か
し
あ
そ 

た
い
け
ん

し
て
お 
手
玉 
や 
折 
り 
紙 
に 
挑
戦 

て
だ
ま 

お 

が
み 

ち
ょ
う
せ
ん

し
、
折
り
紙
で
は『
や
っ
こ
さ
ん
』

や
『
と
び
う
お
』
な
ど
を
作
り
ま

し
た
。

　
 

細 
か
く
折
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

こ
ま

た
り
、
な
か
な
か 
思 
う
よ
う
に
で

お
も

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 
先
生 
や

せ
ん
せ
い

 
職 
 

員 
に 
手
伝 
っ
て
も
ら
い
な
が

し
ょ
く 
い
ん 

て
つ
だ

ら 
最
後 
ま
で
作
り
ま
し
た
。

さ
い
ご

 
榎 
の 
実  
学
習
会  
閉
講
式 

え 

み 
が
く
し
ゅ
う
か
い 
へ
い
こ
う
し
き

ミ
ニ
わ
ら
じ 
作 
り
に

づ
く

 
挑
戦 

ち
ょ
う
せ
ん

思い出を一人ずつ発表コツをつかんで丁寧に



広報ひの

〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●図書館おはなし会
４月２１ 日（土）１０：００～

場所：図書館絵本コーナー
■わらべうた「ずくぼんじょ」、

　布絵本、おはなしほか（無料）

●木のおもちゃづくり
 ４月２２日（日）１０：００～

場所：図書館車庫

■こいのぼりの組み木などをつ

　くります（材料費実費）

●サイエンスアカデミー講座
 ４月２８日（土）１０：３０～

場所：図書館資料コーナー

■テーマ：未定
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■日野中学校吹奏楽部
　　　　　　卒業コンサート

　３月２５日（日）１３：３０～
　

■藤っ子ピアノ教室発表会

　３月３１日（土）１４：００～
 

■柿本ピアノ教室発表会

　４月８日（日）１４：３０～

ホールイベント

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
に
絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
と
い
っ

し
ょ
に
絵
本
を
手
渡
し
、
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と

と
き
を
持
つ
き
っ
か
け
を
つ
く
る
活
動
で
す
。

　

ま
ち
で
は
、
４
月
か
ら
町
内
で
生
ま
れ
た

す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、
定
期
検
診

時
に
絵
本
２
冊
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
を
手
づ
く
り
袋
に

入
れ
て
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
員
が
絵
本
の
大
切
さ
を
お
話
し
す
る

ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
か
ら
読
み
聞
か

せ
、
木
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

を
伝
え
ま
す
。（
対
象
者
に
は
日
程
な
ど
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

●
読
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
時
や
お
は
な
し
会
な
ど

で
絵
本
の
読
み
き
か
せ
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
人
も
、

研
修
会
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
町
図
書
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■図書館展示コーナー

（現在の町歴史民俗資料館）

４月１日（日）～２８日（土）
　昭和１５年、根雨公会堂を建築設

計された岡田孝男さんのご子息、岡

田 聿之 さんから寄贈いただいた建
のぶゆき

設当時の写真を一部展示します。

　５月からは、町歴史民俗資料館に

常設展示する予定です。

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

 

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
じ
め
ま
す

建築中の根雨公会堂

ブックスタートで贈る絵本と木のおもちゃ

協力：ＮＰＯブックスタート事業

国指定登録有形文化財



広報ひの

届
出　

２
月　

日
～
３
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

２
月
届
出
分

長
谷
川
心
春      
貴
彦
･
愛   
女
の
子  
福
長

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

２
月
届
出
分

頭
本　

隣
枝　
　
　

歳　
　

下
黒
坂

９８

稲
田　
　

茂　
　
　

歳　
　

上
菅

７７

上
田
喜
久
子　
　
　

歳　
　

根
雨

７７

遠
藤　

武
夫　
　
　

歳　
　

別
所

９３

　

３
月
届
出
分

田
枝　
　

理　
　
　

歳　
　

黒
坂

７６

若
林　
　

栞　
　
　

歳　
　

金
持

８６

■連日の暖かさで ｢春だな～」
と思っていたら、３月に入っ
て雪が降りましたね■寒暖の
差が激しく、体調を崩す人も
多かったのではないでしょう
か■この調子で行くと、日野
川のオシドリたちも「いつ帰ろ
うかねぇ…」と迷っているので
はないか、と勝手に推察して
いる今日このごろです。(i)

　

　おひさまひろばの時間設定は次のとおりです。

　２月は雪遊びを計画していましたが、全く雪が

なく、外でたくさん遊べました。

　４月は、ポカポカ暖かい部屋と園庭でいっぱい

遊びましょう。

　図書館からのおはなし会は、９時１０分からとし

ます。早めにお出かけください。

　ひのっこ保育所　担当　音田

　　　　　　　　　　　　　　(電話７２－０２３８)

●４月の予定
　
　４月１１日（水）：外遊び
　

　４月１８日（水）：図書館おはなし会（９：１０～）
 

　４月２５日（水）：折り紙遊び

　　　　　　※４月４日（水）はお休みします。

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　　

白
鳥
の
ま
こ
と
豊
か
に
能
義
平
野
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　　

立
春
て
ふ
言
葉
病
む
身
に
暖
か
き　
 
　
       

安
達
つ
る
ゑ

　　
 
春
隣 
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
の
華
や
か
に　
  　

荒
木　

習
子

は
る
ど
な
り

　　

芽
吹
き 
初 
む
草
道
が
好
き
遠
ま
わ
り 　

勝
瀬　

京
子

そ

　　

風
花
の
美
し 
遠
嶺 
む
ら
さ
き
に　
　
　
  

川
上　

文
子

え

ん

れ

い

　

暖
冬
の
日
の
や
わ
ら
か
き 
試
歩 
の
道  　

久
城　

霞
渓

し

ほ

　
　

　
 
托
鉢 
の
春
を
呼
ぶ
か
に
鈴
さ
や
か　
     
徳
本
千
鶴
子

た

く

は

つ

　

年
の
豆
踏
む
ま
じ
新
聞
受
開
け
る　
　
 
真
壁
富
貴
枝

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

　４月１日から、県西部広域行政管理組合リ
サイクルプラザ「再生工房」（伯耆町）の休
所日・開所時間が次のとおり変更になります。
　再生工房では、ごみの中でまだ使えそうな
家電製品を住民の方みずからの手で修理し、
再利用していただけます。
　また、ごみから出た家電製品などの再生品
を、抽選により無料でお分けしています。

問合せ　県西部広域行政管理組合リサイク
　　　　ルプラザ（電話０８５９‐６８‐４０７１）
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内　容時　間
受付（随時受付けています）９：００～１１：００
絵本読み、室内おもちゃ遊び
（積木、ブロックなど）、ふれ
あい遊び（わらべうたなど）

９：００～

一斉活動９：３０～
外遊び（雨天時：室内遊び）１０：００～
片付け・ティータイム（各自持参）１０：４０～
支援室掃除、次回日程打ち合わせ１０：５０～
あいさつ（終了）１１：００～

休所日
変更後変更前

土曜日、日曜日、
国民の休日に関する
法律に規定する休日

火曜日、水曜日

１２月２９日から翌年
の１月３日まで

１２月３０日から翌年
の１月４日まで

開所時間
変更後変更前

午後１時～午後４時
午前９時～正午、
午後１時～午後４時

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
再
生
工
房
」

休
所
日
な
ど
変
更
の
お
し
ら
せ
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古紙の収集日（全町）水１８町消防団出初式　根雨小学校　午前１０時～日 １

木１９月 ２

金２０法律相談　開発センター　午後１時～
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）３月３０日〆切

火 ３

土２１乳幼児相談　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

町議会議員選挙投票日日２２行政相談　町公民館　午前９時～正午水 ４

月２３不燃ごみの収集日（全町）

１歳６か月児・２歳児健診　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火２４人権相談　開発センター
午後１時～午後３時

木 ５
発泡スチロール・乾電池の収集日（全町）水２５金 ６

不要犬・猫引取り日　日野保健所木２６土 ７

金２７県知事・県議会議員選挙投票日日 ８

土２８第２４回県カヌー選手権大会
カヌーの里特設コース（下榎）　午前９時～

昭和の日日２９健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ９
宝仏山 登山道開き
集合＝町歴史民俗資料館前　午前８時３０分～

火１０

振替休日（ごみの収集は休みます）月３０資源ごみの収集日（全町）水１１
犬の登録・狂犬病予防接種
（８ページをご覧ください）

不要犬・猫引取り日　日野保健所木１２
犬の登録・狂犬病予防接種
（８ページをご覧ください）
犬の登録・狂犬病予防接種
（８ページをご覧ください）金１３

土１４

日１５

月１６
ポリオ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火１７

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
72‐1191下榎集会所74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331
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●軽自動車税の納期限日は５月１日 (火 )です。

法律相談が始まります
　山内法律事務所の協力により、４月から毎月第１
火曜日に法律相談が開発センターで開かれます。
　相談は無料で、サラ金対策、相続問題、交通事故問
題など、様々な内容の相談に応じます。
　相談を希望される方は、３月３０日（金）までに、
町社会福祉協議会（電話７４-０３３８）まで申込みくださ
い。先着４人程度を受付けます。
　

年金相談廃止のおしらせ
　毎月開発センターで開いていた年金相談は、４月
から廃止されますのでご了承ください。
　年金に関する相談は、米子社会保険事務所（電話 
０８５９-３４-６１１１）までご相談ください。 
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白
鳥
に
遅
れ
る
こ
と
１
か
月
、
い
よ
い
よ

オ
シ
ド
リ
の
北
帰
行
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
半
年
間
、
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

オ
シ
ド
リ
１
０
０
０
羽
。
観
察
者
１
万
８

０
０
０
人
。
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
す
。
オ
シ
ド
リ
を
通
じ
て
輪
も

広
が
り
ま
し
た
。
セ
ル
プ
ひ
の
出
店
も
交

流
を
目
的
に
よ
く
頑
張
ら
れ
ま
し
た
。
金

持
売
店
か
ら
の
オ
シ
ド
リ
誘
導
も
功
を
奏

し
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

過
去
最
高

③

④

　

お
互
い
が
手
を
差
し
伸
べ
て
協
力
を

 　

今
年
は
暖
冬
だ
、
暖
冬
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ら
、

３
月
６
日
、
久
し
ぶ
り
に
雪
が
降
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

梅
の
花
は
今
を
盛
り
に
咲
き
誇
り
、
甘
い
香
り
が
漂
い

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り
早
ま
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
我
が
ま
ち
で
一
番
早
く
咲
く
の
が

役
場
裏
山
の
古
木
と
根
雨
の
権
現
さ
ん
の
桜
で
す
が
、

こ
の
３
月
号
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
ち
ら
ほ
ら

咲
き
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

先
日
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
し
た
ら
、
特
別
番
組
で
全

国
各
地
の
特
色
あ
る
村
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
て
い
る

指
導
者
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鳥
取

県
か
ら
も
智
頭
町
の
人
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
各
々
の
難
問
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
新
し
い

村
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
中
で
、
あ
る
人
が
言
わ
れ
た
言
葉
が
耳
に

残
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
今
ま
で
の
取
り
組
み
の
中

で
特
に
気
を
つ
け
て
皆
で
確
認
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、「
足
を
引
き
合
う
の
で
は
な
く
、
お
互
い
が
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
」
と

発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
、
伸
び
る
力
は
さ
ら

に
伸
ば
す
こ
と
を
、
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に
対
し
て
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
温
か
く
声
を
か
け
合
い
、
自
ら
で

き
る
こ
と
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
お
互
い
の
信
頼

関
係
が
で
き
れ
ば
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
で
心

豊
か
な
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
皆
で
協
力
し
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
７
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第１２回

『よろしくね』『あなたひとすじよ』
撮影●石橋省三さん（島根県益田市）
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